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本が活きる図書館づくり
蔵書は図書館のひとつひとつの細胞。
書架は蔵書を護り、活かす細胞壁。

太平中学校 司書教諭 谷口達夫

すべての本は利用されるべきもの

•古い複本・すでに閉架になっていた本を廃棄
•貸出履歴のない外国文学を中心に廃棄
• 貸出がほぼなくなったライトノベルを廃棄

• １学期末までに１３４１冊を廃棄
• さらに現在の除籍予定＝４４４冊手が入らない本棚から本は取らない

キツくて戻せない本棚から本は取らない

見やすく
手に取りやすく
戻しやすく

捨ててどうなった？
いずれの人にも
すべて、その人
の本を

• 展示方法の変化
面出しが可能になる

取り出しやすく
戻しやすい
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いずれの人にもすべて、その人の本を
• 新旧に関わらず

分類内で展示を
工夫

日焼けした
本は

目立たない

読者の時間を節約せよ
他校から本棚をいただきました

•配架内での改段 テーマごとのまとまり
を作り、詰め込みすぎを防ぐ

• 別置コーナーを増やすと本棚内で検索がで
きなくなる

• 蔵書の分類替え 細かい手間だが吟味すると蔵
書が探しやすくなり分類内でのまとまりが良くなる。

事務職員さん・用務員さんの御協力！
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新刊本の紹介は

新旧取り混ぜて

テーマ展示で

いずれの本にも、その読者を
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貸出冊数の変化
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コロナ期間なので
抜いてみましょう
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貸出冊数の変化
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蔵書数と貸出数も相関関係はない

いずれの人にも、すべてその人の本を
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その年入荷した本がどれだけ貸し出されているか？

受入本の貸出タイトル数

選書は
不適切？

新入荷本よりも既存本の貸出が増加

いずれの本にも、その読者を

• 新規購入本の展示方法は羅列ではなく
既存の図書も含めたテーマ展示へ

書架は見やすく 取りやすく 選びやすく

→既存の図書の利用率が向上
↓

蔵書全体の貸出数が増加

全ての本が活きる展示と配架
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蔵書はその学校に適しているか

蔵書数 貸出数 蔵書における貸出タイトル数

蔵書数の増減と貸出タイトル数に相関はない

生徒のニーズには
変わらず応えている
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いずれの本にも、その読者を

•利用されない本だから廃棄する…危険！
学校図書館として有るべき本はある
貸出されていない本＝利用されない本 ではない

↓
どの本があるべき

残すべき
捨てるべき

・教育課程
・生徒の読書傾向

から考慮されねばならない選書
新刊本が既存本の利用を喚起する

司書教諭の仕事

・教育課程
・生徒の読書傾向

から考慮されねばならない

司書教諭は、教諭として採用された者が学校内の役割とし
てその職務を担当し、学校図書館資料の選択・収集・提供や
子どもの読書活動に対する指導、さらには、学校図書館の利
用指導計画を立案し、実施の中心となるなど、学校図書館の
運営・活用について中心的な役割を担います。（文部科学省HPより）

授業をする人間じゃないとすぐにはわからないはず

司書教諭は、教諭として採用された者が学校内の役割とし
てその職務を担当し、学校図書館資料の選択・収集・提供や
子どもの読書活動に対する指導、さらには、学校図書館の利
用指導計画を立案し、実施の中心となるなど、学校図書館の
運営・活用について中心的な役割を担います。 （文部科学省HPより）

その学校で

と行事
選書は教師としての
責任を負うもの

適切な選書が利用頻度を上げる

委員会活動の活性化

•図書委員会＝いつも何か仕事がある委員会
•日常活動が命…「当番だから来て当然」か？
「お友達は体育館で遊んでるのに…」が本音

だったらどうしよう？

（自分の好きな）図書館づくりに参加している
手ごたえを感じてもらうためには？
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委員会活動の活性化

（自分の好きな）図書館づくりに参加している手ごたえを
感じてもらうためには？

毎日図書館が変化すればよい
↓

変化が見える図書館にする

図書館は成長する有機体である
•日誌の記入・貸出業務で生徒が日々の貸出数を確認

教師が不定期に合計冊数を提示
→「もっと借りてもらうには」を委員が考え、実施する

POP書き 面陳列（面出し本）を選定

・カード抜き…当番以外の委員が自由に
不要になった貸出カードを本から抜くと本棚に隙間が生じる

•押印作業…廃棄本の消印 入荷本の蔵書印

新入荷本、寄贈本等への対応作業が早くなる
新入荷本を最初に

廃棄本を最後に手にするのは委員生徒という実感

ブックフェア
（選書会）

6/14 昼休み・放課後
一階木工室

生徒・教師が同じ本を
手に取って選ぶ
参加は付箋を貼るだけ

受付は
委員の仕事

教師 教師

教師 教師

教師 季節に合わせた館内装飾これは昼休みの様子です
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読書週間
利用数の多い生徒に個人カード配布

図書館は成長する有機体である

職場体験学習の時期は中学生新聞とともに
学級文庫は廃棄図書の利用も含めて

委員が選書

２学期末の
保健室前廊下
真向かいは校長室

北海道遺産のパネルには
写真を貼り
多面的な選書で紹介

…外へ

図書館は成長する有機体である

• 適切な廃棄
→館内の環境づくり…自由に学ぶ場

• 適切な選書
→生徒の外部記憶装置として…なんでも学べる場

• 委員会活動の活性化
→何かに出会うことができる図書館づくり

…ワクワクがある場

全ての本が活きる図書館づくり

全ての本が活きる図書館づくり

全ての利用者が活きる図書館づくり

参考資料
S.R.ランガナタンと「図書館学の五法則」を学ぶ 盛岡大学文学部 吉植庄栄

令和４年度日本図書館協会図書館政策セミナー講演録
https://www.jla.or.jp/Portals/0/data/iinkai/seisakukikaku/seisaku.Ranganathan.pdf

協力 太平中学校 学校司書 江畑友美
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